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積み上げ学習に伴う理解度自己判定の変化

○浅井 淳（大同大学） 小西章典＃（大同大学）

キーワード：自己判定，理解度，積み上げ

背 景 ・ 目 的

教育状況の把握や自己モニタリングを促すため

に科目の学習到達度を設定して学生が多段階回答

することがある。時間をかけて内省する場合もあ

れば，直感的に即応する場合もあり，解釈の不安な

どを聞く。そこで，本報告では回答における意識の

反映や学修状況との関連について検討を進めた。

方 法

東海地区の大学において ～’19 年度に英語

名，社会学 名，コンピュータプログラミン

グ入門 名，同初級 名が任意，無報酬の授業

外活動として参加した。英語は英文読解で通年，他

は半年間の科目であった。

各科目で設定された学習項目に対する自らの到

達状況の判断を求め，理解度を 低～ 高の 段階

で回答してもらった。社会学のみ期末に振り返り

一括，他は毎週の判定を求めた。開始，終盤各 週

平均理解度の 段階値差を終 始変化と略する。 
結 果

はじめに，理解度自己判定と学習結果の関連を

見る。 は， ～ の学修目標 項目ごとに

段階の理解度を選んだ参加者群の成果値平均が

示されている。縦軸は成果値標準値で集団平均が

となる。プログラミングＣ言語入門科目およびそ

れに続く初級科目では，理解が高いと自己判定し

た参加者の成果値が高かった。なお，該当者数が

名以下と少ない場合は印を付けていない。

目標ごとの理解判断と結果

プログラミング系科目では，学修目標項目が か

ら へ段階が進むにつれて，山型の該当者数分布

が概ね理解度の高い側から低い側へ移った。それ

に応じて自己判定値が一定量変化すると成果値が

高かった。トピックで内容が分かれ既習事項の発

展が主の順序性が弱い英語と社会学では，そのよ

うな移行などとの対応は観られなかった。

次に，学習内容理解度の推移を見る。入学前に既

習の英語では のように，社会学と同様

に，期でも年間でも理解判断変化と修得度合いの

関連が無かった。横軸は理解度の終 始変化，縦軸

は成果値標準値で，それぞれ階級中央値が目盛っ

てある。参加者の大多数が未習のプログラミング

入門では のように，理解度自己判定の

終 始変化は客観的成果値にほぼ比例して，進行に

伴う向上感あるいは下降感との適合が観られた。

  

Figure 2 理解判断変化と結果

考 察

コンピュータプログラミングでは，算法や関数

など既知の概念でも固有の記法と結び付けて憶え

ること，配列，ポインタなど初習の機能概念がある

こと，それらが次段階の学習に必要であることな

どが負荷となる一方で，正しい遂行結果が外的参

照となり，達成充足感に結び付きやすいという積

み上げ式学習の特性が表れていると推察される。

英語では多段階質問で効力感など学習状態意識

は表出されるが，読解力に対する自己モニタリン

グは内的相対化して外的要因依存ならびに経時変

化は小さく，学修状況に関するメタ認知の活性化

にはさらなる手法の検討開発が必要と考えられる。

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

1 2 3 4 5 6

z値

理解度自己判定値

A

B

C

D

E

F

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

1 2 3 4 5 6

z値

理解度自己判定値

A

B

C

D

E

F

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

-2 -1 0 1 2

z値

自己判定値変化

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

-2 -1 0 1 2

z値

自己判定値変化

英語 プログラミング入門

社会学 プログラミング初級

低  高    低  高

－  ＋    －  ＋

P058 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

高校数学において「主体的に学習に取り組む態度」を
いかにして育成し，評価するか

―ノート等への書き込みから見える学習方略利用に着目して―

○秋澤武志（神奈川県立鶴嶺高等学校） 植阪友理（東京大学）
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問題と目的

新学習指導要領が実施されることに伴い，高校

においても「主体的に学習に取り組む態度」を評

価する必要が生じている。一方で，日々の授業で

どう評価し，どう育成するのかまで視野にはいっ

てきていないのが高校の実態である。一方，学習

方略や自己調整学習方略の視点から考えると，授

業中のノート等にも，学びに向かう態度は現れる

と考えられる。例えば，「先生の書いたものを写す」

「先生の言ったことだけを書く」や，「教師の配布

したプリントの穴を埋める」だけにとどまる生徒

が多いが，自分の間違えた理由を書き残したり，

「なぜ，その解き方をするのか」の根拠を考えた

りしながら授業を聞き，それを書き残しておくこ

とは重要である。そこで本研究では，授業中の聞

き方やノート等の取り方を指導することを通じて，

学びに向かう態度を育成・評価することを試みた。

実践の概要

実践校と参加者 関東の公立高校の生徒 名

実践した授業の特徴 授業の基本的な流れは，従

来の「①例題→②演習→③答え合わせ」と同様で

ある。ただし，①で途中式の「根拠」に注目させ

記述させた。また，③で間違えた場合は「次に同

じ間違いをしないためのアドバイス 教訓 」およ

び「問題を解くポイント」を書き残させた。また，

自分が記述したことをペアで共有する時間を設け

た。さらに，従来ならば板書に使っていた時間を

プリントや教科書への書き込みで支援し，「解説を

聞いて，内容を理解し，その過程の気づき 根拠

をかく時間」にあてた。実践の前後にアンケート

を実施するとともに，定期考査の得点についても

分析対象とした。また，第１著者が授業を行った

クラスではないが，同じ学校の別のクラス（ 名）

を比較対象群とし，データを収集した（以下，受

講群および非受講群と呼ぶ）。

結果と考察

授業中のノート利用 生徒のノート等への記述

から授業内容を深く理解しようとしている様子が

見て取れた。例えば，「なぜその式になるのか」と

いった途中式の行間を記述したり 左 ，

間違いそうなポイントを推測し，後日見たときに

理解しやすいように記述したりしていた。さらに，

「なぜ間違えたのか」を書き残していた

右 。同様の記述は他の生徒でも認められた。

授業中のノート等への記述例

事前事後アンケートからみる学習態度の変容

受講群の事前事後アンケートを分析した。 件法

のうち と （当てはまる，やや当てはまる）と

回答した生徒を集計したところ，「今日の授業のポ

イントは何か考えながら授業に臨んでいる」（ ％

→ ％）や「なぜそうなるのか分かっていなくて

も，答えが合っていれば良い」（ ％→ ％）等の

項目に変化が見られた。「問題を間違ってしまった

とき，次に同じような問題が解けるように工夫し

ている」（ ％→ ％）に関して，具体的にどのよ

うなことをしているかを問うたところ「どこを間

違えたのか。また，どこが間違えやすいのかをコ

メントにして残しておく」等，自分の理解度や到

達度を客観的に捉える活動が増加していた。また，

授業外の学習活動では「自分は何が分かって，何

が分からなかったのかを確認している」 ％→

％ や「学習内容を自分で説明できるか確認して

いる」（ ％→ ％）「学習内容を図や表などに整

理して理解する」（ ％→ ％）等の変化が認めら

れた。

定期考査および受講後の生徒の感想 受講群と非

受講群の介入前の直近の定期考査に違いはみられ

なかったが，実践を行った後の定期考査では，受

講群の方が高かった。定期考査は，記述問題等は

含まれておらず，従来型テストである。受講後の

アンケートの自由記述では「授業中の自分が何を

考えていたかが見えて復習しやすい」「一人で勉強

する時，前は分からないところが多かったが，行

間をペンで書いて自分の言葉で理解するようにし

たら，理解できるようになった」「ポイントをきか

なきゃ！と思って授業をうけていたので，理解は

深まったと思う」等の記述が確認された。ノート

等への書き込みやアンケートから主体的に学ぶ態

度が向上しているとことが確認されるとともに，

生徒自身も効果を実感している様子が認められた。
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